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地
域
材
で
整
備
さ
れ
た
各
地
の
木
造
公
共
施
設
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
第
二
回
目
は
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
の
「
お
ん
ば
し
ら
館 

よ
い
さ
」
で
す
。
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木造平屋建てで、在来軸組工法を採用し、構造材の梁・桁材には、信州型接着重ね梁を採用し、信州の
木材の良さをアピールしています。木材利用量は126㎥で、長野県産材を77㎥（全体使用量の約61%）
使用しています。
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第
三
十
九
回
信
州
き
の
こ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
三
十
九
回
信
州
き
の
こ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

長
野
県
の
主
要
農
林
産
物
で
あ
る
き
の
こ
の
生
産
技
術
及
び
品
質
の
向
上
、

消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
長
野
市
若
里

の
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
第
三
十
九
回
信
州
き
の
こ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
長
野
県
き
の
こ
品
評
会
」
で
は
、
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
た
栽
培
き
の
こ

二
六
六
点
、「
長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
高
校
・
専
門
学
校
・

一
般
の
皆
様
か
ら
ア
イ
デ
ア
た
っ
ぷ
り
の
料
理
六
十
七
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
き
の
こ
生
産
者
三
十
八
名
と
料
理
出
品
者
九
名
の
皆

様
が
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
出
品

さ
れ
た
き
の
こ
と
料
理
は
会
場
内
に
展
示
し
、
多
く
の
来
場
者
に
ご
覧
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
出
品
さ
れ
た
き
の
こ
の
即
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
一
社
）日
本
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
き
の
こ
の
効
能
や
美
味
し
さ
を
体
験
い
た
だ
き
盛
況
で
し
た
。

◆長野県きのこ品評会入賞者（抜粋）

◆長野県きのこ料理コンクール入賞者（抜粋）

（一社）日本きのこマイスター協会
によるショートセミナー

きのこの即売会

【
信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会
】

きのこ品評会表彰式

展示会場
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長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
、
三
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

　

最
優
秀
賞  
長
野
県
知
事
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
『
た
っ
ぷ
り
き
の
こ
の
秋
巻
き

た
っ
ぷ
り
き
の
こ
の
秋
巻
き
』

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
こ
の
料
理
は
、
中
国
料
理
の
春
巻
き
の
具
材
を
お
刺
身
用

サ
ー
モ
ン
ス
ラ
イ
ス
に
え
の
き
た
け
、
ぶ
な
し
め
じ
を
え
の
き
氷
で
調
味
し
巻
き

揚
げ
た
「
春
巻
き
」
な
ら
ぬ
「
秋
巻
き
」
と
い
う
料
理
名
で
シ
ン
プ
ル
な
食
材
で

も
鮭
と
き
の
こ
の
味
わ
い
豊
か
な
季
節
感
を
感
じ
る
一
品
で
す
。

信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会
長
賞
『
み
た
ら
し
キ
ノ
コ

み
た
ら
し
キ
ノ
コ
』

　

白
玉
団
子
に
え
の
き
エ
キ
ス
を
練
り
こ
み
、
く
ろ
あ
わ
び
た
け
を
ア
ク
セ
ン
ト

に
し
た
和
の
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

たっぷりきのこの秋巻き
〈長野県知事賞〉

みたらしキノコ
〈信州きのこ祭り推進協議会長賞〉

ゴロゴロ野菜としめじのケークサレ
<信州きのこ祭り推進協議会長賞> 信

州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会
長
賞
『
ゴ
ロ
ゴ
ロ
野
菜
と

ゴ
ロ
ゴ
ロ
野
菜
と

し
め
じ
の
ケ
ー
ク
サ
レ

し
め
じ
の
ケ
ー
ク
サ
レ
』

　

ケ
ー
ク
サ
レ
と
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
一
種
で
塩
味
の
ケ
ー
キ
の
こ
と
で
す
。
ぶ

な
し
め
じ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ト
マ
ト
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
見
た
目
も
華
や
か
で
す
。



■ 4 ■

トピックス

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
二
十
五
年
度
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
締
結
し
た
覚
書

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
二
十
五
年
度
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
締
結
し
た
覚
書

に
基
づ
き
、
現
地
調
査
や
調
査
結
果
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を

に
基
づ
き
、
現
地
調
査
や
調
査
結
果
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
段
階
と
し
て
、
技

　

今
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
段
階
と
し
て
、
技

術
者
を
招
へ
い
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
機
器
等
の
導
入
検
討
会
の
開
催
、
機
械
展
の

術
者
を
招
へ
い
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
機
器
等
の
導
入
検
討
会
の
開
催
、
機
械
展
の

開
催
に
向
け
た
調
整
を
関
係
機
関
と
行
っ
て
お
り
、
国
内
で
大
規
模
展
示
会
の

開
催
に
向
け
た
調
整
を
関
係
機
関
と
行
っ
て
お
り
、
国
内
で
大
規
模
展
示
会
の

開
催
を
検
討
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
意
向
と
も
合
致
し
、
今
回
の
長
野

開
催
を
検
討
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
意
向
と
も
合
致
し
、
今
回
の
長
野

市
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
か
ら
建
材
、
加
工
機
械
、
木
質
バ
イ

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
か
ら
建
材
、
加
工
機
械
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
、
森
林
・
林
業
に
関
わ
る
多
く
の
分
野
の
展
示
が
行
わ
れ
る
の
が

オ
マ
ス
な
ど
、
森
林
・
林
業
に
関
わ
る
多
く
の
分
野
の
展
示
が
行
わ
れ
る
の
が

最
大
の
特
徴
で
す
。

最
大
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
会
場
内
や
近
接
す
る
若
里
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
や

　

ま
た
、
会
場
内
や
近
接
す
る
若
里
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
や

著
名
な
方
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
視
察
や
研
修
の
場
に
も
な
り

著
名
な
方
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
視
察
や
研
修
の
場
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
来
場
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
来
場
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

行
事
の
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
容
が

　

行
事
の
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
容
が

決
ま
り
次
第
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

決
ま
り
次
第
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成26年にオーストリアで平成26年にオーストリアで
開催された木材展示会の様子開催された木材展示会の様子

「
国
際
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」の

　
開
催
地
が
長
野
市
に
決
定
し
ま
し
た
！

国内初！

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

ク
ラ
ー
ゲ
ン
フ
ル
タ―

メ
ッ
セ

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
展
示
会
事
業
者
）

長
野
県
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
商
務
部

平
成
29
年
５
月
24
日
（
水
）
か
ら
26
日
（
金
）

日
　
　
時

 

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト　
　

長
野
市
若
里
３―

22―

２

場
　
　
所

共
　
　
催

後
　
　
援

（
県
内
関
係
分
）

特
別
協
力

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

主
　
　
催

内
　
　
容

国
内
及
び
海
外
の
林
業
機
械
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

関
連
技
術
、
木
造
建
築
技
術
等
に
関
す
る
最
新
の

機
器
等
の
展
示
。
併
催
企
画
と
し
て
、
技
術
セ
ミ

ナ
ー
や
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
、
長
野
県
木
材
協
同
組

合
連
合
会
、
長
野
県
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
、
長
野
県
海
外
林
業
技
術
等
導
入
促
進
協
議
会
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トピックス

施工前後写真は施工者によりドローンにて撮影

は
じ
め
に

施
工
に
あ
た
り

工
事
を
終
え
て

◆ 

◇ 

工 

事 

の 

概 

要 

◇ 

◆

・
事　

業　

名　

  

平
成
27
年
度　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

奥
地
保
安
林
保
全
緊
急
対
策
事
業 (

漁
場)

・
施　

工　

地　

  

諏
訪
市　

西
山(

小
田
井
沢
）

・
事　

業　

費　

  

約
17
百
万
円

・
工　
　
　

種  　

丸
太
水
路
工
、
丸
太
筋
工　

ほ
か

・
使 

用 

樹 

種  　

カ
ラ
マ
ツ
（
長
野
県
産
間
伐
材
）

・
木
材
使
用
量　

  

約
16
㎥

・
施　

工　

者　

  

株
式
会
社
常
富
興
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

六
月
発
行
の
三
一
七
号
に
引
続
き
、
木
材
を
活
用
し

た
治
山
事
業
と
し
て
、
諏
訪
市
小
田
井
沢
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
現
場
は
平
成
二
十
一
年
八
月
に
発
生
し
た
土
石

流
災
害
の
発
生
源
と
な
っ
た
崩
壊
山
腹
の
復
旧
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
全
国
治
山
林
道
協
会
に
よ
る
平
成
二

十
八
年
度
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
、
全
国
治
山
治
水
協
会
長
賞
を
受
賞
し
た
現
場
で
す
。

　

特
に
資
材
の
運
搬
面
で
は
、
大
型
車
両
↓
軽
ト
ラ
↓
モ
ノ
レ
ー

ル
の
順
に
よ
る
幾
度
も
の
荷
積
替
え
、
さ
ら
に
足
元
の
悪
い
現
場

内
で
の
人
力
運
搬
等
、
大
変
な
苦
労
が
あ
る
中
、
現
場
技
術
者
の

皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ
り
無
事
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

木
材
は
現
場
に
馴
染
み
が
良
く
景
観
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
点

や
、
現
地
で
の
加
工
が
容
易
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
炭
素
固

定
や
森
林
整
備
の
促
進
に
資
す
る
等
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
県
発
注
の
治
山
事
業
で
は
、
今
後
も
木
材
の
利
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

現
地
は
奥
地
で
あ
る
こ
と
や
急
峻
な
地
形
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
重
機
の
搬
入
が
困
難
な
た
め
人
力
施
工
を
必

要
と
し
ま
し
た
。
厳
し
い
現
場
条
件
の
も
と
で
は
①
軽

量 

②
現
地
加
工
が
容
易 

③
施
工
性 

が
求
め
ら
れ
、
そ

の
す
べ
て
を
満
た
す
主
材
料
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
県

産
カ
ラ
マ
ツ
（
丸
太
）
で
し
た
。

　

工
事
に
際
し
て
は
、
不
安
定
土
砂
の
固
定
と
早
期
緑

化
を
目
的
と
し
て
、
丸
太
筋
工
を
施
工
し
、
斜
面
へ
伏

工
を
施
工
す
る
こ
と
で
浸
食
防
止
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
に
は
適
正
な
水
処
理
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
丸
太
と
植
生
土
の
う
に
よ
る
水
路

工
を
施
工
し
、
降
雨
等
に
よ
る
流
水
の
安
全
な
流
下
を

図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
木
材
を
中
心
と
し
た
工
事
が
で
き
た
の

は
、
斜
面
の
不
安
定
な
土
砂
の
層
が
比
較
的
薄
く
、
簡

易
な
構
造
物
で
安
定
が
保
た
れ
る
条
件
で
あ
っ
た
た
め

で
す
。

施工後状況施工前状況

現場内小運搬

現在の状況

木
で
山
を
治
め
る
〜
治
山
事
業
で
の
木
材
利
用
〜
そ
の
２

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】
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トピックス

　
「
林
道

　
「
林
道
千千ち

と
お

ち
と
お遠遠

線
」
は
、
飯
田
市
千
代
か
ら
泰
阜
村
栃
城
を
経
由
し
て
飯
田
市
南
信
濃（
飯
田
市
上

線
」
は
、
飯
田
市
千
代
か
ら
泰
阜
村
栃
城
を
経
由
し
て
飯
田
市
南
信
濃（
飯
田
市
上

村
と
と
も
に
遠
山
郷
と
呼
ば
れ
る
）に
つ
な
が
る
林
道
で
、
起
点
の
千
代
と
終
点
の
遠
山
郷
の
地

村
と
と
も
に
遠
山
郷
と
呼
ば
れ
る
）に
つ
な
が
る
林
道
で
、
起
点
の
千
代
と
終
点
の
遠
山
郷
の
地

名
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
沿
線
の
森
林
整
備
の
効
率
化
と
適
正
な
管
理
及
び
集
落
間
の
連
絡
を

名
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
沿
線
の
森
林
整
備
の
効
率
化
と
適
正
な
管
理
及
び
集
落
間
の
連
絡
を

目
的
に
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
長
野
県
で
県
営
に
よ
る
開
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
総
延

目
的
に
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
長
野
県
で
県
営
に
よ
る
開
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
総
延

長
約
二
十
七
㎞
の
う
ち
、
現
在
九
十
％
以
上
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
な
林
道
管
理
者
で

長
約
二
十
七
㎞
の
う
ち
、
現
在
九
十
％
以
上
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
な
林
道
管
理
者
で

あ
る
飯
田
市
で
は
、
毎
年
維
持
管
理
と
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
る
飯
田
市
で
は
、
毎
年
維
持
管
理
と
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
区
域
内
の
森
林
面
積
は
約
三
千

　

利
用
区
域
内
の
森
林
面
積
は
約
三
千
haha
、
そ
の
約
二
十
％
が
人
工
林
で
、
概
ね
半
数
が
利
用
伐

、
そ
の
約
二
十
％
が
人
工
林
で
、
概
ね
半
数
が
利
用
伐

期
令
以
上
の
成
熟
し
た
森
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
区
域
内
で
は
森
林
経
営
計
画
に
よ
る
搬
出

期
令
以
上
の
成
熟
し
た
森
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
区
域
内
で
は
森
林
経
営
計
画
に
よ
る
搬
出

間
伐
が
計
画
的
に
実
施
さ
れ
、
林
道
は
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

間
伐
が
計
画
的
に
実
施
さ
れ
、
林
道
は
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
飯
田
市
南
信
濃
の
千
遠
線
で
の
本
架
線
に
よ
る
集
材
状
況
で
す
。
下
伊
那
地
域
で

　

左
の
写
真
は
飯
田
市
南
信
濃
の
千
遠
線
で
の
本
架
線
に
よ
る
集
材
状
況
で
す
。
下
伊
那
地
域
で

は
山
が
急
な
た
め
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
な
ど
架
線
系
の
搬
出
も
一
般
的
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の

は
山
が
急
な
た
め
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
な
ど
架
線
系
の
搬
出
も
一
般
的
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の

遠
山
郷
で
は
、
昔
な
が
ら
の
架
線
集
材
に
よ
る
搬
出
が
よ
く
行
な
わ
れ
て
お
り
、
遠
山
ス
ギ
と
呼

遠
山
郷
で
は
、
昔
な
が
ら
の
架
線
集
材
に
よ
る
搬
出
が
よ
く
行
な
わ
れ
て
お
り
、
遠
山
ス
ギ
と
呼

ば
れ
る
、
立
派
な
材
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

ば
れ
る
、
立
派
な
材
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
以
外
で
も
、
沿
線
の
万
古
川
渓
谷
な
ど
に
、
春
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉
を
求
め
て
訪
れ

　

森
林
整
備
以
外
で
も
、
沿
線
の
万
古
川
渓
谷
な
ど
に
、
春
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉
を
求
め
て
訪
れ

る
人
も
多
く
、
泰
阜
村
で
は
、
毎
年
秋
に
こ
の
林
道
を
利
用
し
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
催
さ
れ
て

る
人
も
多
く
、
泰
阜
村
で
は
、
毎
年
秋
に
こ
の
林
道
を
利
用
し
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    
【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

「
林
道
利
用
で
進
む
搬
出
間
伐
」

「
林
道
利
用
で
進
む
搬
出
間
伐
」

飯田市
南信濃

飯田市
飯田市
上村

泰阜村
栃城

）矢筈トンネル（

林道千遠線概要図

林道千遠線  計画総延長約27㎞（うち完成約26㎞）

千遠線沿線の架線集材千遠線沿線の架線集材

タワーヤーダ集材タワーヤーダ集材
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トピックス

　

木
曽
地
域
は
地
域
総
面
積
が
約
一
五
五
千
㌶
、
う
ち
森
林
面
積
は
民
有
林
・
国
有

　

木
曽
地
域
は
地
域
総
面
積
が
約
一
五
五
千
㌶
、
う
ち
森
林
面
積
は
民
有
林
・
国
有

林
併
せ
て
約
一
四
五
千
㌶
で
九
十
三
㌫
を
占
め
、
県
平
均
の
七
十
八
㌫
を
大
き
く
上

林
併
せ
て
約
一
四
五
千
㌶
で
九
十
三
㌫
を
占
め
、
県
平
均
の
七
十
八
㌫
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
森
林
面
積
の
四
割
が
民
有
林
、
六
割
が
国
有
林
で
、
国
有
林
の
占
め

回
っ
て
お
り
、
森
林
面
積
の
四
割
が
民
有
林
、
六
割
が
国
有
林
で
、
国
有
林
の
占
め

る
割
合
が
多
い
地
域
で
す
。

る
割
合
が
多
い
地
域
で
す
。

　

森
林
面
積
の
う
ち
約
四
十
五
㌫
が
人
工
林
で
、
そ
の
半
数
が
ヒ
ノ
キ
、
三
割
が
カ

　

森
林
面
積
の
う
ち
約
四
十
五
㌫
が
人
工
林
で
、
そ
の
半
数
が
ヒ
ノ
キ
、
三
割
が
カ

ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
資
源
は
人
工
林
を
中
心
に
成
熟
過
程

ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
資
源
は
人
工
林
を
中
心
に
成
熟
過
程

で
あ
り
、
蓄
積
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
効
率
的
・
効
果
的
な
森
林
整
備

で
あ
り
、
蓄
積
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
効
率
的
・
効
果
的
な
森
林
整
備

計
画
の
樹
立
と
事
業
実
行
体
制
の
確
立
、
地
域
材
の
有
利
販
売
に
よ
る
地
域
へ
の
還

計
画
の
樹
立
と
事
業
実
行
体
制
の
確
立
、
地
域
材
の
有
利
販
売
に
よ
る
地
域
へ
の
還

元
等
が
国
有
林
及
び
民
有
林
の
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

元
等
が
国
有
林
及
び
民
有
林
の
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
平
成
二
十
五
年
度

　

こ
の
こ
と
か
ら
平
成
二
十
五
年
度

に
締
結
し
た
「
木
曽
谷
流
域
森
林
整

に
締
結
し
た
「
木
曽
谷
流
域
森
林
整

備
推
進
協
定
」
に
基
づ
き
、
平
成

備
推
進
協
定
」
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
六
年
度
末
ま
で
に
木
曽
管
内
六

二
十
六
年
度
末
ま
で
に
木
曽
管
内
六

町
村
全
域
に
お
い
て
七
箇
所
の
民
国

町
村
全
域
に
お
い
て
七
箇
所
の
民
国

連
携
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定

連
携
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定

し
、
林
内
路
網
や
中
間
土
場
の
共
同

し
、
林
内
路
網
や
中
間
土
場
の
共
同

利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

    

今
回
紹
介
す
る
薮
原
土
場（
木
祖

今
回
紹
介
す
る
薮
原
土
場（
木
祖

村
内
）
は
、
塩
尻
方
面
か
ら
国
道

村
内
）
は
、
塩
尻
方
面
か
ら
国
道

十
九
号
新
鳥
居
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
た

十
九
号
新
鳥
居
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
た

と
こ
ろ
を
右
折
し
た
約
三
〇
〇
㍍
の

と
こ
ろ
を
右
折
し
た
約
三
〇
〇
㍍
の

所
に
あ
り
、
周
辺
に
は
民
国
の
森
林

所
に
あ
り
、
周
辺
に
は
民
国
の
森
林

（
特
に
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
）が
多
く
分

（
特
に
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
）が
多
く
分

布
し
て
い
る
こ
と
や
、
貯
材
ス
ペ
ー

布
し
て
い
る
こ
と
や
、
貯
材
ス
ペ
ー

稼働状況稼働状況

ス
が
一
三
、八
○
○
平
方
㍍
と
広
く
、
ま
た
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
乗
入
れ
も
容
易

ス
が
一
三
、八
○
○
平
方
㍍
と
広
く
、
ま
た
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
乗
入
れ
も
容
易

で
あ
る
こ
と
等
、
流
通
上
有
利
な
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
等
、
流
通
上
有
利
な
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
薮
原
土
場
を
民
国
連
携
の
流
通
拠
点（
中
間
土
場
）と
位
置
づ
け
、
木
曽
森
林

　

こ
の
薮
原
土
場
を
民
国
連
携
の
流
通
拠
点（
中
間
土
場
）と
位
置
づ
け
、
木
曽
森
林

組
合
に
よ
る
民
有
林
材
の
扱
い
も
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
国
有
林
材
と
民
有
林
の
カ

組
合
に
よ
る
民
有
林
材
の
扱
い
も
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
国
有
林
材
と
民
有
林
の
カ

ラ
マ
ツ
資
源
を
と
り
ま
と
め
需
要
者
へ
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
カ

ラ
マ
ツ
資
源
を
と
り
ま
と
め
需
要
者
へ
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
カ

ラ
マ
ツ
原
木
の
取
扱
量
は
一
三
、九
二
○
㎥（
う
ち
民
有
林
三
、六
四
五
㎥
、
国
有
林

ラ
マ
ツ
原
木
の
取
扱
量
は
一
三
、九
二
○
㎥（
う
ち
民
有
林
三
、六
四
五
㎥
、
国
有
林

一
○
、
二
七
五
㎥
）で
、
そ
の
半
数
は
合
板
用
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
○
、
二
七
五
㎥
）で
、
そ
の
半
数
は
合
板
用
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
木
の
供
給
に
当
た
り
、
木
曽
森
林
組
合
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
及

　

ま
た
、
原
木
の
供
給
に
当
た
り
、
木
曽
森
林
組
合
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
及

び
当
署
が
協
定
を
結
び
、
原
木
の
仕
分
け
等
は
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
が
行
っ
て

び
当
署
が
協
定
を
結
び
、
原
木
の
仕
分
け
等
は
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
が
行
っ
て

お
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
民
有
林
に
お
け
る
取
引
価
格
が
向
上
し
、
森
林
所

お
り
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
民
有
林
に
お
け
る
取
引
価
格
が
向
上
し
、
森
林
所

有
者
へ
の
利
益
還
元
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

有
者
へ
の
利
益
還
元
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
地
域
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
資
源
は
成
熟
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
原
木

　

木
曽
地
域
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
資
源
は
成
熟
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
原
木

生
産
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
署
と
し
て
は
、
木
曽
地
域
に
お
い
て

生
産
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
署
と
し
て
は
、
木
曽
地
域
に
お
い
て

こ
の
薮
原
土
場
を
流
通
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
の
薮
原
土
場
を
流
通
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
薮
原
土
場
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
山
元
に
一
層
の
利
益
還
元
が
で
き

こ
ろ
で
あ
り
、
薮
原
土
場
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
山
元
に
一
層
の
利
益
還
元
が
で
き

る
よ
う
、
民
国
連
携
の
取
組
を
継
続
・
強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

る
よ
う
、
民
国
連
携
の
取
組
を
継
続
・
強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
民
国
連
携
に
よ
る
土
場
活
用
」

「
民
国
連
携
に
よ
る
土
場
活
用
」

【
中
部
森
林
管
理
局

【
中
部
森
林
管
理
局  

木
曽
森
林
管
理
署
】

木
曽
森
林
管
理
署
】

トレーラーへの積込みトレーラーへの積込み

薮原土場全景薮原土場全景
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十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す

１　

狩
猟
解
禁
日

１　

狩
猟
解
禁
日

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日（
火
）

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日（
火
）

　
（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
に
よ
る
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

　
（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
に
よ
る
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

２　

狩
猟
期
間

２　

狩
猟
期
間

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日

ま
で
た
だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
三
月

ま
で
た
だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
三
月

十
五
日
ま
で
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

十
五
日
ま
で
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

３　

狩
猟
場
所

３　

狩
猟
場
所

　

県
内
全
域
の
一
般
猟
区

　

県
内
全
域
の
一
般
猟
区

（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
等
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可
能
の
場

（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
等
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可
能
の
場

所
全
て
）

所
全
て
）

４　

く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

４　

く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、
十
二
㎝
以

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、
十
二
㎝
以

下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径

下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径((

短
径
短
径))
が
次
の
期
間

が
次
の
期
間

に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

　
　

※
規
制
解
除
期
間

　
　

※
規
制
解
除
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
一
五
日
ま
で

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
一
五
日
ま
で

５　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
制
限
数
の
緩
和

５　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
制
限
数
の
緩
和

　

前
年
同
様
、
以
下
の
表
の
と
お
り
緩
和
し

　

前
年
同
様
、
以
下
の
表
の
と
お
り
緩
和
し

ま
す
。

ま
す
。

６　

事
故
防
止
に
つ
い
て

６　

事
故
防
止
に
つ
い
て

　

長
野
県
で
は
、
狩
猟
者
に
対
し
法
令
や
マ

　

長
野
県
で
は
、
狩
猟
者
に
対
し
法
令
や
マ

ナ
ー
の
遵
守
を
指
導
し
、
狩
猟
事
故
防
止
の

ナ
ー
の
遵
守
を
指
導
し
、
狩
猟
事
故
防
止
の

安
全
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
ま
す
が
、
よ
り
一

安
全
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
ま
す
が
、
よ
り
一

層
の
安
全
確
保
の
た
め
、
森
林
に
入
る
際
に

層
の
安
全
確
保
の
た
め
、
森
林
に
入
る
際
に

は
、
事
故
防
止
対
策
と
し
て
蛍
光
色
な
ど
の

は
、
事
故
防
止
対
策
と
し
て
蛍
光
色
な
ど
の

目
立
つ
色
の
服
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
立
つ
色
の
服
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
最
終
と
な
る
第
４
回
目
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
最
終
と
な
る
第
４
回
目
の
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し

ま
た
、
試
験
内
容
に
即
し
た
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

ま
す
。

　

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の

　

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
と
お
考
え
の

方
や
、
種
別
の
異
な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
を

方
や
、
種
別
の
異
な
る
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
験
を

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
は
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、

　

狩
猟
免
許
は
趣
味
と
し
て
の
楽
し
み
の
ほ
か
、有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
、

地
域
に
貢
献
す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
有
意
義
な
資
格
で
す
。

　

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
方
事
務
所
林
務
課

　

受
験
・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
方
事
務
所
林
務
課

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
【
鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
】

【
鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
】

○
試
験
日
程

○
試
験
日
程

　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日（
土
）

　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日（
土
）  （
会
場
は
左
の
日
程
表
を
参
照
）

（
会
場
は
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
講
習
会
日
程

○
講
習
会
日
程

　

会
場
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す　
（
左
の
日
程
表
を
参
照
）

　

会
場
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す　
（
左
の
日
程
表
を
参
照
）

○
試
験
・
講
習
会
受
付
期
間

○
試
験
・
講
習
会
受
付
期
間　　

　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
六
日（
月
）〜
一
月
二
十
七
日（
金
）ま
で

　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
六
日（
月
）〜
一
月
二
十
七
日（
金
）ま
で

地域 関東山地
地域個体群

八ヶ岳
地域個体群

南アルプス
地域個体群

その他の
地域

ニホンジカの地域個体群別捕獲制限緩和状況

狩猟免許試験日程

初心者狩猟免許試験講習会日程

狩猟免許の種類

第
４
回　

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者

第
４
回　

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者

狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ



◆お問合せ
長野森林組合　鬼無里事業所
〒381－4301長野市鬼無里2552番地
TEL：026－256－2233　
FAX：026－256－2234

長野森林組合  お歳暮のご案内お歳暮のご案内
鬼無里の食品工場で製造した、地元・国産原料を使用し、合成化学調味料
など不使用の安全･安心な詰合せはいかがですか。

＊直送やのし対応も可能ですので、
　お気軽にお問合せ下さい。

ご飯大好きセット
（他にも各種ございます）
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お知らせ

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
納市　12月20日（火） 納市　12月６日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

12月の市売りのご案内12月の市売りのご案内

納市　12月17日（土） 納市　12月14日（水）

　

平
成
28
年
度
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　
　
　

松
本
歯
科
大
学
講
堂（
塩
尻
市
）で
開
催
し
ま
す

　

本
県
の
森
林
は
、
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
守
り
育
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

資
源
が
充
実
し
、
い
よ
い
よ
木
材
利
用
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
つ
つ
、
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
、
持
続
可
能

な
森
林
経
営
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
年
の
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
主
伐
・
更
新
に
取
組
み
、
低
コ
ス
ト
か
つ
確
実
に
更
新
を
行

う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
行
っ
て
い
る
先
進
事
例
を
紹
介
し
、「
林
業
県　

長
野
」

に
向
け
た
取
組
み
を
関
係
者
が
一
体
と
な
り
進
め
て
い
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
林
業
関
係
者
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要

開
催
テ
ー
マ　
「
こ
れ
か
ら
の
森
林
経
営
を
考
え
る
」
〜
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
目
指
し
て
〜

日　
　
　

時　

平
成
28
年
11
月
17
日（
木
）　

13
：
00
〜
16
：
00 

（
受
付
12
：
30
か
ら
）

場　
　
　

所　

松
本
歯
科
大
学 

本
館
7
階
講
堂（
塩
尻
市
広
丘
郷
原
１
７
８
０
）

内　
　
　

容　

１
．
講
演  

「
主
伐
―
再
造
林
を
推
進
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道　

当
麻
町
森
林
組
合
長　

中
瀬　

亘
氏

　
　
　
　
　
　

２
．
事
例
紹
介　

県
内
の
主
伐
・
更
新
の
事
例
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
森
林
管
理
局
、
佐
久
地
域
、
上
伊
那
地
域
、
北
安
曇
地
域
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
信
地
域
の
５
事
例
の
紹
介

主　
　
　

催　

長
野
県
、
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

共　
　
　

催　

長
野
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
協
議
会

後　
　
　

援　

中
部
森
林
管
理
局

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し
込
み
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
チ

ラ
シ
は
各
地
方
事
務
所
林
務
課
に
あ
り
ま
す
。
定
員（
200
名
）に
な
っ
た
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
野
県　

林
務
部　

信
州
の
木
活
用
課　

経
営
普
及
係

　

電
話
：
０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
６
７（
直
通
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
０
２
６
―
２
３
５
―
７
３
６
４

　

E
-m
ail

：ringyo@
pref.nagano.lg.jp

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
出
来
る
だ
け
乗
合
せ
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

当
麻
町
の
人
工
林
を
50
年
伐
期
で
回
し
、
最
終
的
に
法
正
林
に
仕
立
て
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
そ
の
後
の
再
造
林
・
保
育
を
着
実
に
実
施

し
て
い
く
た
め
「
造
林
事
業
等
資
金
預
り
金
制
度
」
を
創
設
し
た
取
組
み
事
例
。



 県森連だより
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平
成
28
年
11
月
1
日（
火
）に
憩
い
の

森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場（
安
曇
野
市
堀

金
）に
お
い
て
、
長
野
県
林
業
職
員
協

会
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
県
職
協
・
青
木
春
美

会
長
と
県
森
連
・
滝
澤
栄
智
専
務
理
事

よ
り
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、安
曇
野
市
・

柴
野
明
敏
耕
地
林
務
課
長
、
松
本
広
域

森
林
組
合
・
中
村
善
行
組
合
長
よ
り
来

賓
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
技
術
競
技
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
７
種
目（
胸
高
直
径
、
単
木

材
積
、
架
線
距
離
の
目
測
、 

樹
高
、
林

分
面
積
、
林
分
材
積
、
作
業
道
距
離
）

に
つ
い
て
機
器
を
用
い
ず
に
計
測
を
行

う
も
の
で
、
参
加
者
ら
は
体
や
勘
を
使

林
業
に
従
事
す
る
職
員
の
連
携
強
化
と
技
術
の
向
上
へ

林
業
に
従
事
す
る
職
員
の
連
携
強
化
と
技
術
の
向
上
へ

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会

第
７
回
長
野
県
森
林
組
合
交
流
会
開
催

第
７
回
長
野
県
森
林
組
合
交
流
会
開
催

い
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
答
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
押
野
地
区（
安
曇
野
市
明

科
）に
お
い
て
、
松
本
広
域
森
林
組
合

が
実
施
す
る
ア
カ
マ
ツ
更
新
伐（
現
在

の
森
林
と
は
違
う
森
林（
樹
種
な
ど
）へ

転
換
す
る
伐
採
方
法
）の
現
地
視
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
曇
野
市
川
西
地
区
に
お
い
て
は
、

拡
大
す
る
松
く
い
虫
被
害
に
対
応
す
る

た
め
に
、
安
曇
野
市
か
ら
の
提
案
で
里

山
再
生
を
図
る
た
め
の
実
施
委
員
会
が

設
立
さ
れ
、
委
員
会
に
お
い
て
松
林
を

早
急
に
更
新
伐
に
よ
り
広
葉
樹
等
に
更

新
し
新
た
な
里
山
に
再
生
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
森
林
所
有
者
の
承
諾
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。事
業
実
施
は
、

安
曇
野
市
が
事
業
主
体
と
な
り
、
森
林

経
営
計
画
を
地
元
実
施
委
員
会
、
安
曇

野
市
、
森
林
組
合
の
三
者
共
同
に
よ
り

作
成
し
、
更
新
伐
を
含
め
た
、
そ
の
後

の
里
山
の
再
生
を
地
域
で
実
施
す
る
方

式
を
取
っ
て
い
ま
す
。
施
業
後
は
、
年

に
何
回
か
地
元
の
方
々
と
確
認
の
山
歩

き
を
行
い
、
今
年
度
は
６
・
９
ha
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
熱
心
な
質
問
が
行

わ
れ
充
実
し
た
現
地
視
察
と
な
り
ま
し

た
。

　

10
月
３
日(

月)

、ホ
テ
ル
信
濃
路（
長

野
市
）に
お
い
て
、
第
７
回
長
野
県
森

林
組
合
交
流
会（
主
催
：
長
野
県
森
林

組
合
長
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
主
催
者
挨
拶
が
県
森
林
組

合
長
会
・
林
和
弘
会
長
よ
り
、
当
番
組

合
挨
拶
を
長
野
森
林
組
合
酒
井
美
明
組

合
長
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
全
体
会
議
に
移
り
、
林
地

台
帳
に
つ
い
て
、
企
業
に
よ
る
林
地
取

得
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
高
齢
化
に
つ

い
て
等
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

材積計測中！材積計測中！

面積は？ 材積は？面積は？ 材積は？

松本広域森林組合職員による現地での説明松本広域森林組合職員による現地での説明

林森林組合長会長あいさつ林森林組合長会長あいさつ

SBCラジオ小林万利子パーソSBCラジオ小林万利子パーソ
ナリティーによる講演　　　　ナリティーによる講演　　　　
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10
月
12
日（
水
）、
信
州
上
小
森
林
組

合
会
議
室（
上
田
市
）に
お
い
て
、
設
立

30
周
年
森
林
病
虫
獣
害
防
除
研
修
会

（
主
催
：
長
野
県
林
業
薬
剤
防
除
協
会
・

長
野
県
造
林
協
会
・
長
野
県
森
林
組
合

連
合
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
年
々
深
刻
化
す
る
松

く
い
虫
被
害
に
対
し
効
率
的
な
防
除
に

つ
い
て
の
知
識
を
得
る
た
め
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
本
年
は
１
０
０
名
を
超
え

る
林
業
関
係
者
及
び
一
般
参
加
者
が
研

修
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
が
長
野
県
林
業
薬

剤
防
除
協
会
石
川
亮
会
長
よ
り
行
わ

れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
長
野
県
林
務
部

　

全
体
会
議
後
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
小

林
万
利
子
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
よ
り
、

「『
い
い
か
げ
ん
』の
ス
ス
メ
〜
気
楽
に
、

ラ
ジ
オ
を
！
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
組
合
で
あ
る
南

木
曽
町
森
林
組
合
・
藤
原
和
年
組
合
長

よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

翌
４
日
は
い
い
づ
な 
お
山
の
発
電

所
へ
の
現
地
視
察
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
発
電
所
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
１

月
に
稼
働
を
開
始
し
た
第
２
発
電
所
で

は
、
未
利
用
間
伐
材
由
来
の
切
削
チ
ッ

プ
を
燃
料
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
森
林
整
備
促
進
へ
高
く
貢
献
し
、

長
野
市
役
所
等
大
口
需
要
家
へ
も
電
力

を
供
給
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

松
枯
れ
被
害
拡
大
の
阻
止
に
向
け
て

松
枯
れ
被
害
拡
大
の
阻
止
に
向
け
て

森
林
病
虫
獣
害
防
除
研
修
会

森
林
病
虫
獣
害
防
除
研
修
会

森
林
づ
く
り
推
進
課
三
澤
雅
孝
企
画
幹

兼
保
安
林
係
長
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
講
演
会
に
移
り
、｢

松
く
い

虫
被
害
の
拡
大
に
戦
略
的
に
対
応
す

る
」
と
題
し
て
、
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
中
村
克
典

生
物
被
害
研
究
グ
ル
ー
プ
長
よ
り
研
修

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

材
線
虫
病
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
を
病
原
体
と
す
る
、
昆
虫
媒
介
性
の

伝
染
病
で
あ
り
、
材
線
虫
病
の
発
生
・

拡
大
の
阻
止
に
は
伐
倒
駆
除
・
予
防
散

布
・
樹
幹
注
入
等
の
方
法
が
あ
る
が
、

限
ら
れ
た
予
算
で
効
率
的
な
防
除
を
行

う
た
め
に
は
、
戦
略
的
防
除
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
、
松
林
に
優

先
判
断
を
く
だ
し
、
最
前
線
域
で
は
全

量
駆
除
を
行
い
、
準
最
前
線
域
で
は
選

択
的
駆
除
で
省
力
化
を
図
り
微
害
維
持

を
行
う
な
ど
駆
除
の
強
度
に
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
広
い
エ
リ
ア
で
防
除
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
鹿
児
島
県
、
青

森
県
、
岩
手
県
の
事
例
よ
り
解
説
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
会
場
を
塩
田
運
動
公

園
に
移
し
、
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
技
講
習
は
、
1)
獣
類
食
害
防
止

忌
避
剤
資
材（
忌
避
剤
・
幼
齢
木
保
護

資
材
）2)
獣
類
に
お
け
る
樹
皮
は
ぎ
防

止
資
材（
樹
皮
は
ぎ
防
止
資
材
）3)
予
防

樹
幹
注
入（
樹
幹
注
入
剤
）に
つ
い
て
、

当
防
除
協
会
会
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

いいづな お山の発電所現地視察研修の様子いいづな お山の発電所現地視察研修の様子

石川亮会長あいさつ石川亮会長あいさつ

中村克典生物被害研究グループ長中村克典生物被害研究グループ長
による研修講演　　　　　　　　による研修講演　　　　　　　　

幼齢木保護資材の説明幼齢木保護資材の説明
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